
武蔵野INITIAL  ディプロマ・ポリシー/カリキュラム・ポリシー ※通信教育部　国際データサイエンス学部は【スポーツ・⾝体】【⽇本事情】【フィールド・スタディーズ】【キャリア科⽬】は対象外となります。
ディプロマ・ポリシー(DP) カリキュラム・ポリシー(CP)
「武蔵野INITIAL」は、武蔵野⼤学に⼊学した全ての学⽣が、⼤学での学びの基礎として共通に学ぶ
べき科⽬群です。武蔵野⼤学の建学の精神を理解すること、所属する学部・学科での学修の⼟台と
なる学⼒・⾒識を養うこと、社会で活躍するための幅広い教養を⾝につけることを到達⽬標とします。

武蔵野⼤学では「武蔵野INITIAL」のディプロマ・ポリシーに⽰された要件が達成できるよう、以下の⽅針に基づき教育課程を体系的に編成・実施します。

１  知識・専⾨性 【学びの基礎⼒を基盤とした専⾨能⼒】

２  関⼼・態度・⼈格 【他者と⾃⼰を理解し、⾃発的に踏み出す⼒】

a. ⾃らすすんで知識を修得し、幅広い教養を⾝につけようとする意欲を持続させることができる。【教
養・基礎⼒】
b. さまざまな情報源から必要とされる情報を収集することができる。【教養・基礎⼒】
c. 所属する学部・学科で学ぶべき知識・技能を、社会的な広い⽂脈に位置づけることができる。【教
養・基礎⼒】

【建学】
「仏教基礎」においては、学祖⾼楠順次郎の⽣涯とその教育理念について基礎的な知識を修得します。また仏教の開祖釈尊の⽣涯とその思想について基礎的な知識を修得します。「仏教発展」においては、仏教思想が、現代社会が直⾯する諸課題の解決に資す
る可能性について検討し、仏教思想の持つ現代的意義について多⾓的に考察する機会を提供します。
【スポーツ・⾝体】
⾃ら⾝体を動かすことによって、⾝体の動きが理解できるようにするとともに、より良い⼼⾝の状態や動きを創る⽅法を考えることができるようにします。⾝体科学においては、⼈体の筋⼒アップの仕組みを知り、ヨガ、座禅では、運動に⽋かせない呼吸の⽅法や姿勢および
⾝体の使い⽅など、専⾨的な⾝体の仕組みを知る機会を設けます。スポーツ科学では、スポーツの持つ特性を知ることで、より⾼度な動きが修得出来るようにします。あわせてスポーツ⽂化への理解が深まるようにします。
【情報】
①最先端の情報技術（IT）の動向と社会の変化を知る機会を提供し、その理解と活⽤に必要とされるデータサイエンスや⼈⼯知能の本質的な知識が学べるようにします。
②実社会で使われている最先端の分析ツールやAIライブラリなどを、各⾃のBYOD環境を使い⾃ら活⽤する機会を設けます。
③先端技術に関する第⼀級の情報ソースを利⽤しつつ、学内外のAI活⽤の先駆者の声などを聞くことで、急速に進化する技術の現状についての知識を⾝につけられるようにします。
【⽇本語・⽇本事情】
留学⽣として、所属する学部・学科での学修を進める上で必須となる⽇本語⼒を総合的に⾝につけられるようにします。⽇本語での情報収集のしかた、レポート執筆の⽅策といった、より発展的な⽇本語運⽤能⼒が獲得できるようにします。
【アカデミック・スキル】
所属する学部・学科での学修を進めるにあたっての基礎として、⾃らが関⼼を持つ⾝近な社会問題についてのレポートを執筆する⼒が初年次で⾝につくようにします。
【外国語】
いずれの外国語を学ぶにせよ、外国語学習の基本は、各種の⽂法知識を正しく理解し活⽤できる⼒を⾒つけ、できるだけネイティブに近い発⾳を習得することです。専⾨性を深めていく過程で、語彙をより豊かにし、⽬と⽿をフルに活⽤して情報を摂取し、その情報の
意味を正しく理解する⼒や、話すスピードをあげる技術などを⾝につける必要があります。これらを体得するために、適切な教材によって、各⼈の到達状況に応じた無理のない学修の機会を提供します。
【CHP（SDGs)】
①2015年9⽉の国連サミットで採択された、2016〜2030年の15年間での達成を⽬指すSustainable Development Goals（SDGs）を構成する17の⽬標について、その169のターゲットの概要理解も含め、⾼校レベルよりもより進んだ理解ができるようにし
ます。
②SDGsの教科書も含め、授業で提⽰される資料以外の、英語⽂献を含む様々な情報源から信頼性の⾼い情報を収集する⽅法が⾝につくようにします。
【フィールド・スタディーズ】
①学外学修活動における地域の⼈々やグループとの交流及び連携を通じて、必要な情報を収集していける⼒が⾝につくようにします。
②様々な社会の課題に⽬を向け、⾃らの専⾨分野と紐づけながら問題提起し解決を図る⼒が⾝につくようにします。
【全学教養講座】
①現在の学問諸分野を「思想・芸術」「国際・地域」「社会・制度」「⼈間・環境」「物質・⽣命」「数理・情報」の６分野に分け、諸学の基礎的な知識に触れ、当該の分野においてどのようなことが論じられているのかを知ることで、⼤学レベルの知的探求の⾯⽩さを体
感できるようにします。
②⾃らの所属する学部・学科で専⾨的に学ぶ内容について、越境的・横断的な視座から先進的、学際的な研究課題に取り組むための基礎が育めるようにします。
③専⾨分野と現代社会の諸問題を関連づける視野が獲得できるようにします。
【キャリア科⽬】
⾃らの将来の可能性を拓いていくために必要な情報を収集する⼒を養います。特に「キャリアデザインA」（成果に基づく認定科⽬）では、企業の調べ⽅や、企業情報収集時の視点が学べるようにします。どのようなキャリアに進もうとも、社会⼈として職業に従事すれ
ば、何らかの形で企業と関わることになります。企業について知ることを通じて社会を理解し、所属する学部・学科で学ぶべき知識・技能との関係をキャリアの観点から位置づけられるようにします。

a. 四弘誓願にあらわされる仏教精神を深く理解し、つねに⾃らの⼈格を⾼めようとする態度が⾝につ
いている。【⼈格形成・使命感】
b. 広く社会の問題に関⼼を持ち、⾃ら取り組むべき課題を発⾒することができる。【課題発⾒⼒】
c. 異なる⽂化や価値観を理解し、尊重することができる。【⾃⼰認識⼒・他者理解⼒】

【建学】
仏教の慈悲を学び、慈悲について理解を深めることは、単に知識として慈悲を知るだけでなく、⾃分⾃⾝が慈悲をそなえた⼈間になっていくことでもあります。すなわち、学ぶことで学んだものになっていく（近づいていく）というのが理想です。「仏教基礎」においては、この
ような仏教を学ぶ基本的な態度が修得できるようにし、「仏教発展」においては、慈悲が社会の現実の場⾯でどのように活きてくるのかについて学修する機会を提供します。
【スポーツ・⾝体】
⾝体活動によって「⼼の豊かさ」「集中⼒」「根気」「寛容」「協調」など精神⾯・⼼理⾯が錬養されることが理解できるようにします。また、⾝体活動に伴う⾃他の距離が理解できるようにします。⾝体科学では、⾃⼰の⾝体に対し興味が持てるようにし、運動を⾏う上で
の⾃⼰理解が深まるようにします。スポーツ科学では、体⼒向上だけでなく、スキル（技術）獲得のためにチャレンジする精神や取り組む姿勢が⾝につくようにします。
【情報】
①誰のどんな課題をどのように解決すべきかを、ユーザ体験（UX）の変⾰という視点から捉え、もっとも適切な分析⼿法や技術の適⽤⽅法を選択できるようにします。
②共通の関⼼を持つコミュニティを形成し、各⾃で検討した解決⼿段についての議論と相互評価を通じて、他者の捉え⽅の違いを理解し、より良い解に向けて切磋琢磨する環境を提供します。
③各⾃でテーマを設定し、プロジェクト活動を通じてまとめた提案を学内外の有識者に発表し、フィードバックを得ることで視野を広げられるようにします。
【⽇本語・⽇本事情】
さまざまな背景をもつ留学⽣が集まるクラスでの学修の中で、留学⽣として⾝につけるべき適切な⾔語⾏動のありかた、⼤学での学修にあたって必要な問題意識のもちかたが学べるようにします。
【アカデミック・スキル】
⼤学⽣として、社会や⾃⾝のあるべき姿について深く考察する能⼒を育むとともに、社会や⾃⾝の改善に向けた⽅策を提⽰できる洞察⼒と、互いの価値観の違いを認め合う姿勢が⾝につくようにします。
【外国語】
外国語を学ぶとは、単なる記号の羅列を学ぶことではありません。それぞれの⾔語が形成される背景には⻑い歴史があり、語学学習を通して、その⾔語を使⽤している⼈々の善悪、美醜、好悪などの価値観と直接的に向き合うことになります。⾔語が社会⽣活の現場
において必須のツールであることは⾔うまでもありませんが、それにとどまらず相⼿の⽂化背景に敬意と関⼼を持ち、同時に⾃分の所属する集団の⽂化に対する理解を深められるようにします。
【CHP（SDGs)】
①「⾃らの幸せだけでなく他者の幸せをも真摯に希求する」という建学の精神、および「世界の幸せをカタチにする」という本学のブランド・ステートメントとの関連において、SDGsが対象とする社会問題とその解決法を理解できるようにします。
②今後⾃らが学部の専⾨分野を学んだ上で取り組む諸問題、および社会⼈になってから取り組む多様な社会問題に取り組むための基盤・基礎が養えるようにします。
【フィールド・スタディーズ】
学外学修に取り組むなかで、社会の仕組みやその運⽤のされ⽅を実際に⾃ら体験し、社会⼈として⽣きてゆく上での⼼構えを養う機会を設けます。社会的な常識や社会で通⽤しているルール等を⾝を以て学び、⼤学の学修においてもその準備が⾏えるよう配慮しま
す。東京圏以外の地域や、海外等に滞在する機会を提供することで、異なる⽂化、異なる⽣活態度や価値観に触れることができるようにします。
【全学教養講座】
①「思想・芸術」「国際・地域」「社会・制度」「⼈間・環境」「物質・⽣命」「数理・情報」の６分野において、どのような知的関⼼の持ち⽅があるのか、どのような態度によって知的探求が⾏われているのかを、広い視野から捉えられるようにします。
②学部の専⾨分野を学ぶ上で意識することが求められる諸問題、および社会⼈になってから取り組むことになる多様な社会問題に、⾃ら取り組むための態度が⾝につくようにします。
【キャリア科⽬】
広く社会の問題に関⼼を持つよう促し、その問題に実際に取り組む企業・組織について理解が深まるようにします。特に「キャリアデザインB」（成果に基づく認定科⽬）では、学外での仕事体験等の機会を活⽤することで、⾃発的に理解を深まるようにします。社会に
存在する様々な仕事や、そこで取り組まれている社会的な課題について理解が深まるようにするとともに、単なる体験で終わらせず、その経験を⾃らのキャリアを考える際に関連づけて整理できるようにします。

1



３  思考⼒・判断⼒ 【課題を多⾓的に捉え、創造的に考える⼒】

４  交感⼒・発信⼒ 【多様な⼈々のなかで、⾃らの考えを表現・発信する⼒】
a. 異なる⽂化や価値観を背景とする⼈々との対話に積極的意義を認めることができる。【コミュニケー
ション⼒】
b. 社会のなかに⽣きる⾃分の⽴場について思考できる。【コミュニケーション⼒】
c. コミュニケーションにおいて求められる理解⼒と表現⼒を備えている。【コミュニケーション⼒・語学⼒】

【建学】
仏教にかかわる表現・⾔説は古い漢語で伝承されてきたものが多く、それらの意味を現代の⽂脈の中にわかりやすく位置づけ、捉えなおすことは、それ⾃体で⾼い⾔語表現⼒やコミュニケーション⼒を養う営みとなります。また、異なる⽂化的背景を持つ⼈々を対象に仏
教の⾔説を発信するためには、さらに⾼度な能⼒が求められます。「仏教基礎」「仏教発展」では、知識の修得のみならず、⾃分の⾔葉で発信する⼒をも鍛えてゆく機会を提供します。
【スポーツ・⾝体】
正しい姿勢と呼吸法の習得、苦⼿な動作の克服、筋⼒の向上を通して、⾝体動作の最適化と⾝体活動のパフォーマンス向上を図る機会を設けます。加えて、スポーツのためのスキルの向上が図れるようにします。スポーツを通してコミュニケーション⼒が向上するように
配慮します。
【情報】
①分析結果を効果的に可視化したグラフやチャートを⽤いることで、説得⼒のある提案資料が作成できるよう、様々な関係者を巻き込んだプロジェクト活動が推進できるようにします。
②提案の説明にとどまらず、実際に動くプログラムとしてサービスのプロトタイプを実現できる表現⼒が⾝につくようにします。
③情報倫理上の問題点の理解を前提に、AIによる⾃動⽣成コンテンツや3Dコンテンツを含む、⾼度なメディア表現が⾝につくようにします。また、それらを学修成果のポートフォリオ等として発信できるようにします。
【⽇本語・⽇本事情】
留学⽣として、さまざまな背景をもつ学⽣が集まるクラスの中で、コミュニケーションの共通⾔語となる⽇本語を使⽤して相互理解が可能な表現を産出する能⼒ならびに読解・聴解能⼒を育成します。
【アカデミック・スキル】
⼀学期間をかけて⼀編のレポートを執筆することを通じ、クラスメートとの協働作業や教員との相互のフィードックなど、多様なコミュニケーションを経験する場を提供することで、よりよい⽂章表現の産出能⼒が習得できるようにします。
【外国語】
他者の主張は、お互いに⼀定のルールを遵守した上で尊重すべきですが、これと同様に⾃⾝の主張もまた平等に尊重されるべきものです。継続的な研鑽を積むことを前提として、外国⼈に対し⾃分の主張を気後れすることなく発信できるような態度を養う機会を提供
します。外国語で⾃分の主張を発信する際には⾼い語学⼒が必要となりますが、悔いが残らないような語学⼒、相⼿の意志を誤解しないような語学⼒を⾝につけようとする向上⼼を養います。
【CHP（SDGs)】
①⾃国と異なる諸外国の事情や⽂化を理解し、⾃国やその⽂化を相対化できる視点が⾝につくようにします。
②国や⽂化の違いを超えたコミュニケーション、発信ができるよう、物事を論理的に整理して論理的・説得的に説明できる⼒を養います。
③国や⽂化の違いを超えた協⼒に必須となる、コミュニケーション⼒、プレゼンテーション⼒の基礎が⾝につくようにします。
【フィールド・スタディーズ】
①海外の国・地域の事情や⽂化を理解し、⾃分⾃⾝が属する⽂化と他者の⽂化とを相対化する視点が⾝に着くようにします。
②海外の国・地域との⽂化の違いを超えたコミュニケーションできるような、臨機応変かつ柔軟な態度が⾝につくようにします。
【全学教養講座】
①「思想・芸術」「国際・地域」「社会・制度」「⼈間・環境」「物質・⽣命」「数理・情報」の６分野における学びの基本的なスタイルに触れ、社会のなかでそれがどのように表現されているのかを、学ぶことができるようにします。
②⾃分とは異なる⽴場に⽴つ⼈々との有効なコミュニケーションができるような⾔語能⼒と想像⼒が⾝につくようにします。
③異⽂化、異分野に⽣きる⼈々と対話を通じて新たな物事を創造してゆける⼒を養います。
【キャリア科⽬】
⾃らのキャリアが社会的な⽂脈に位置づけられていることが理解できるようにします。特に「インターンシップ」「企業協働プロジェクト」では、企業・団体での就業体験や課題解決に携わることで、他者との関わりの中で⾃らの考えを表現し、適切な対応が⾏えるようなコミュ
ニケーション⼒を養います。コミュニケーションにおける社会的マナーが、他者を尊重していることを⽰すと共に、⾃らの考えに対して相⼿が⽿を傾けてくれる要因となることが実感できるような機会を提供します。

a. 信頼しうる確かな情報についての判断⼒を備えている。【分析⼒・判断⼒】
b. 得られた情報について⾃ら思考する⼒を備えている。【論理的思考⼒・判断⼒】
c. 課題となることがらについて、⾃ら問いを⽴てることができる。【分析⼒・思考⼒・創造性】

【建学】
古典⽂献学の成果である仏教の知⾒を、現代社会が直⾯する諸課題の解決に援⽤するという知的営みは、多⾓的、創造的思考を伴うものです。このため「仏教基礎」においては、仏教学の分野の信頼しうる知⾒を正確に修得できるようにします。「仏教発展」にお
いては、得られた情報を現実の課題に適⽤する応⽤⼒が養えるようにします。
【スポーツ・⾝体】
⾃らに⽋けている動作が何であるかを認識し、練習を通してそれが克服できるようにします。また、他者のすぐれた動作を⾒て、⾃らの動作の改良が出来るようにします。⾝体活動では「観る」ことが重要であり、それは分析⼒の錬磨に繋がります。動きの効率やその効果
を⾃ら思考し、⾝体の動きを創造的に組み⽴てられるような、基礎的な⼒を養います。
【情報】
①作り物ではないリアルで膨⼤なデータについて、学んだ基礎知識と分析ツールを使って⾃ら様々な観点から分析を⾏う機会を提供します。
②分析の結果から仮説を⽴て、仮説の検証と⾒直しを繰り返すことによって、課題に対する最適解を創造的に導き出す⼒を養います。
③考案したアイデアを実社会で通⽤するサービスの⽔準に⾼め、それを論理的かつ説得⼒のある提案として整理するまでの⼀連の⼿法が、体系的かつ実践的に習得できるようにします。
【⽇本語・⽇本事情】
学部学科での学修内容に即した⽇本語での情報収集能⼒、論を組み⽴てる上での思考⼒が養えるようにするとともに、それらを⽂章表現・⼝頭表現に反映させる能⼒が⾝につくようにします。
【アカデミック・スキル】
レポート執筆の作業を通して、信頼しうる情報とそうでない情報を⾒分ける能⼒を⾝につくようにします。得られた情報を適切に解釈・考察した上で、読み⼿に問題意識を伝えることのできるレポートの⽂章構成ができるようにします。
【外国語】
テレビやインターネットを通して外国の情報を得ることは⼤事なことですが、外国語を学ぶことによって、⾃分の⼒で⼀次資料を⼿に⼊れ、他者の解釈を介さず⾃分でそれを理解する⼒を⼿にすることができます。そのような⼒が⾝につくようなカリキュラムを提供します。ま
た、外国語学習を通して様々な⼈々と交流し、視野を広げ、⾃分とは異なる考え⽅に触れられるようにします。⾃分とは異なる考え⽅を安易に切り捨てず、なぜ外国⼈は異なる判断をするのかということを深く考えられるようにします。
【CHP（SDGs)】
①指定教科書および授業を通じて、提⽰される資料を適切に理解する⼒と、真実の情報を⾒分ける⼒が⾝につくようにします。
②収集したデータ・情報に基づき、対象となる問題を⾃ら分析し、その本質が⾒極められるような⼒を養います。
③⾃ら取り組むことのできることがらを明確化し、具体的に取り組むための道筋がつけられる⼒を養います。
【フィールド・スタディーズ】
①現地でのフィールド・ワークや地域の⽅への聞き取り調査等を通して、収集したデータ・情報を分析し、その本質が⾒抜けるような⼒を養います。
【全学教養講座】
①「思想・芸術」「国際・地域」「社会・制度」「⼈間・環境」「物質・⽣命」「数理・情報」の６分野において、どのようなことが問題とされ、どのような特徴的な思考様式がみられるのかを、分野の特性にそって学ぶことができるようにします。
②多様な情報源の中から、信頼性の⾼い情報を⾒極める⼒が養えるようにします。
③対象となる問題を多⾯的・総合的に分析する⼒と批判的思考⼒が養えるようにします。
【キャリア科⽬】
社会的な課題に対し⾃ら問いを⽴て、具体的な対応策が考えられるようにします。特に「キャリアデザインC・D・E」（成果に基づく認定科⽬）では、学科や学年の異なるメンバーとともに、社会的課題に対し提⾔をとりまとめることを通じて、メンバーそれぞれが持つ知識
をもとに、課題を多⾓的に捉えて思考・分析できるような⼒を育みます。取り組みの中で得られた新たな視点を、キャリアの選択肢を拡げることにつなげて、⾃ら将来の可能性を拓くことができるようにします。
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Musashino INITIAL * School of Distance Learning Faculty of International Data Science is not applicable to the following subject groups; [Health and Physical Education] [Japanese Culture] [Field Studies] [Career Development Course]

Diploma Policy(DP) Curriculum Policy(CP)
The "Musashino INITIAL" is a set of subjects that all students entering
Musashino University should commonly study as the foundation of their learning
at the university. Its goals include understanding the founding spirit of
Musashino University, cultivating the academic abilities and insights that form
the basis of study in their respective faculties and departments, and acquiring a
broad range of cultural knowledge to thrive in society.

At Musashino University, we systematically organize and implement educational programs based on the following policies to ensure that the requirements outlined in the Diploma Policy of "Musashino INITIAL" are met.

a. Being able to sustain the motivation to actively acquire knowledge and
cultivate a broad range of knowledge on one's own initiative. [Academic Literacy
and Fundamental Skills]

b. Being able to gather required information from various sources. [Academic
Literacy and Fundamental Skills]

c. Being able to contextualize the knowledge and skills to be learned in one's
affiliated department or discipline within a broad social context. [Academic
Literacy and Fundamental Skills]

[Buddhist Studies]
In “Introduction to Buddhism,” students acquire fundamental knowledge about the life of our universityʼs founder, Junʼjiro Takakusu, and his educational philosophy. Additionally, they gain basic knowledge about the life and teachings of the founder of Buddhism, Shakyamuni Buddha. In
"Studies on Buddhism," students will have the opportunity to consider the potential of Buddhist philosophy to contribute to resolving various challenges facing contemporary society, and to engage in multifaceted discussions about the significance of Buddhist philosophy.
[Health and Physical Education]
Through engaging in physical activities, students will develop an understanding of bodily movements and learn methods to create better physical and mental states. In the field of physical training, opportunities will be provided to learn about the mechanisms of muscular strength
enhancement in the human body. In practices such as yoga and Zen meditation, students will learn specialized knowledge about breathing techniques, postures, and body mechanics essential for exercise. In sports science, students will enhance their ability to master more advanced
movements by understanding the characteristics of sports. Additionally, efforts will be made to deepen understanding of sports culture.
[Informatics]
(1) We will provide opportunities to understand the trends in cutting-edge information technology (IT) and societal changes, enabling students to learn essential knowledge of data science and artificial intelligence (AI) necessary for understanding and utilizing them.
(2) Students will have the opportunity to utilize cutting-edge analysis tools and AI libraries used in the real world, using their own BYOD (Bring Your Own Device) environment.
(3) By utilizing top-tier information sources on advanced technology and listening to the voices of pioneers in AI utilization both within and outside the university, students will acquire knowledge about the rapidly evolving technology.
[Japanese and Japanese Culture]
This course is designed for international students to comprehensively acquire the Japanese language skills necessary to pursue academic studies in the department or faculty to which they belong. Students will acquire more advanced Japanese language skills such as gathering information in
Japanese and writing reports.
[Academic Skills]
Students will acquire the ability to write reports on social issues of interest to them in their first year of study as a basis for advancing their academic studies in their department or faculty.
[Foreign Languages]
Regardless of the foreign language being studied, the basic principle of language learning is to acquire the ability to understand and utilize various grammar rules, and to strive for pronunciation as close to native as possible. As students deepen their specialization, they need to enrich their
vocabulary, actively absorb information through both visual and auditory channels, develop the ability to understand the meaning of information, and improve their speaking manner. To achieve these skills, we will provide opportunities for learning tailored to individual proficiency levels using
appropriate teaching materials.
[CHP (SDGs)]
(1) We will ensure that students achieve a deeper understanding of the 17 Sustainable Development Goals (SDGs) adopted at the United Nations Summit in September 2015, including an overview understanding of their 169 targets, surpassing the level of understanding typically found at
the high school level.
(2) In addition to materials presented in class, including textbooks on SDGs, students will learn how to gather reliable information from various sources, including English literature, to broaden their understanding of the SDGs.
[Field Studies]
(1) Through interaction and collaboration with local communities and groups during extracurricular study activities, students will develop the ability to gather necessary information.
(2) By focusing on various social issues and linking them to their own fields of expertise, students will acquire the ability to raise questions and work toward solutions.
[Musashino Liberal Arts Courses]
(1) The course is divided into the six fields of “Thought and Arts,” “International and Area Studies,” “Society and Institutions,” “Human Beings and the Environment,” “Matter and Life,” and “ Mathematical and Information Sciences.” Students will be exposed to the basic knowledge of their
own department or faculty.
(2) To develop a foundation for tackling advanced and interdisciplinary research issues from a cross-border and cross-sectoral perspective with regard to the content of specialized studies in the faculty or department to which the student belongs.
(3) To help students acquire a perspective that relates their field of specialization to the various issues of contemporary society.
[Career Development Course]
Students will develop the ability to gather information necessary to expand their future possibilities. In "Career Design A" (a certified course based on achievements), students will learn how to research companies and gain perspectives for collecting corporate information. Regardless of the
career path they choose, as professionals in society, individuals will inevitably interact with companies in some form. By understanding companies, students will gain insights into society and be able to position the knowledge and skills they should learn in their respective faculties and
departments from a career perspective.

a. Having cultivated an attitude of deep understanding of the Buddhist spirit
expressed in the Four Great Vows and constantly striving to enhance one's own
character. [Formation of Character and Sense of Mission]

b. Having a broad interest in societal issues and being able to identify
challenges that one should address proactively. [Ability to Identify Challenges]

c. Being able to understand and respect different cultures and values. [Self-
awareness and Understanding of Others]

[Buddhist Studies]
Studying and deepening one's understanding of compassion in Buddhism is not only about acquiring knowledge about compassion but also about becoming a person who embodies compassion. In other words, the idea is to become what one learns through study, to approach it. In
"Introduction to Buddhism," we ensure that students acquire this fundamental attitude of learning Buddhism, and in "Studies on Buddhism," we provide opportunities for students to learn how compassion manifests in real-life situations in society.
[Health and Physical Education]
We will ensure that students understand how mental and psychological aspects such as "emotional richness," "concentration," "patience," "tolerance," and "cooperation" are cultivated through physical activity. Additionally, we will help students understand the concept of personal and
interpersonal boundaries that come with physical activity. In the field of physical training, we aim to cultivate students' interest in their own bodies and deepen their self-awareness in physical activities. In sports science, we will foster a spirit of challenge and a proactive attitude towards
acquiring skills (techniques), not only for improving physical fitness but also for skill acquisition.
[Informatics]
(1) We will enable students to choose the most appropriate analytical methods and application techniques by approaching the task of solving problems from the perspective of transforming user experience (UX).
(2) We will foster a community of shared interests where individuals can understand differences in perspectives among others through discussions and mutual evaluations of proposed solutions and strive towards better solutions through mutual improvement.
(3) Students will set their own themes, present compiled proposals through project activities to experts both within and outside the university, and broaden their horizons by receiving feedback.
[Japanese and Japanese Culture]
In classes with international students from various backgrounds, students will learn the appropriate language behavior they should acquire as international students and how to be aware of problems they need to solve in their university studies.
[Academic Skills]
Students will develop the ability to think deeply about what society and themselves should be as university students, as well as the insight to propose measures for the betterment of society and themselves, and the attitude to accept differences in values.
 [Foreign Languages]
Learning a foreign language is not merely about memorizing symbols. Each language has a rich history behind its formation, and through language learning, one directly confronts the values of the people who use that language, such as their perceptions of good and evil, beauty and
ugliness, and likes and dislikes. It goes without saying that language is an essential tool in social life, but beyond that, we aim to foster respect and interest in the cultural backgrounds of others, while deepening understanding of one's own cultural group.
[CHP (SDGs)]
(1) We will ensure that students understand the social issues targeted by the Sustainable Development Goals (SDGs) and their solutions, in relation to the founding spirit of "sincerely seeking not only one's own happiness but also the happiness of others" and the university's brand statement
of "shaping the happiness of the world."
(2) We will establish a foundation for addressing various issues that students will tackle both in their specialized fields of study within their faculties and as professionals in society in the future.
[Field Studies]
Through engaging in extracurricular studies outside the university, we will provide opportunities for students to personally experience the mechanisms and operations of society, fostering attitudes necessary for living as professionals in society. Students will learn social norms and rules
applicable in society through firsthand experience, ensuring they are prepared for university studies. By offering opportunities to stay in regions outside the Tokyo area or abroad, students will have the chance to encounter different cultures, lifestyles, and values.
[Musashino Liberal Arts Courses]
(1) Students will gain a broad perspective on what kinds of intellectual interests and attitudes are involved in intellectual pursuits in the six fields of “Thought and Arts,” “International and Area Studies,” “Society and Institutions,” “Human Beings and the Environment,” “Matter and Life,” and
“Mathematical and Information Sciences.”
(2) The course is designed to help students acquire an attitude to tackle various problems that they are required to be aware of when studying the specialized fields of the Faculty, as well as various social issues that they will have to deal with after becoming a member of society.
[Career Development Course]
We will encourage students to take a broad interest in societal issues and deepen their understanding of the companies and organizations addressing these problems. In "Career Design B" (certified subjects based on achievements), we will facilitate a voluntary deepening of understanding by
utilizing opportunities such as work experiences outside the university. Students will not only deepen their understanding of various jobs existing in society and the societal issues addressed therein but also relate these experiences to their career planning process, ensuring that the
experiences are not merely incidental but integrated into their career considerations.

１   Knowledge and Expertise: [Specialized Abilities Built on the Foundation of Learning Fundamentals]

2  Interest, Attitude, and Personality: [The ability to understand oneself and others, and to take initiative voluntarily.]
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a. Possessing the ability to exercise discernment regarding reliable and accurate
information. [Analytical and Judgmental Skills]

b. Having the ability to think critically about acquired information. [Logical
Thinking and Judgmental Skills]

c. Being able to pose questions oneself about challenging issues. [Analytical
Skills, Critical Thinking, Creativity]

[Buddhist Studies]
The intellectual endeavor of applying insights from Buddhist studies, a product of classical literature, to address the various challenges confronting contemporary society involves multifaceted and creative thinking. Therefore, in "Introduction to Buddhism," we will ensure that students
accurately acquire reliable knowledge in the field of Buddhist studies. In "Studies on Buddhism," we will cultivate the ability to apply acquired information to real-world challenges, thereby fostering practical skills.
[Health and Physical Education]
We will help individuals recognize what movements they lack and work through practice to overcome these deficiencies. Additionally, we will enable them to observe the superior movements of others to improve their actions. In physical activities, the ability to "observe" is crucial as it leads
to the refinement of analytical skills. We will foster foundational abilities for individuals to think critically about the efficiency and effectiveness of movements and creatively assemble their body movements.
[Informatics]
(1) We will provide opportunities for individuals to analyze vast amounts of real data from various perspectives using foundational knowledge and analytical tools they have learned, not synthetic data.
(2) By formulating hypotheses from the analysis results and repeatedly testing and revising these hypotheses, we will cultivate the ability to creatively derive optimal solutions to challenges.
(3) Individuals will systematically and practically acquire methods to elevate their devised ideas to the standards of services applicable in the real world and organize them into logical and persuasive proposals.
[Japanese  and Japanese Culture]
This course is designed to help students develop the ability to gather information in Japanese that is relevant to the content of their undergraduate studies, the ability to think in order to formulate arguments, and the ability to reflect these in their written and oral expression.
[Academic Skills]
Through report writing, students will acquire the ability to distinguish between reliable and unreliable information. Students will be able to structure their reports in a way that conveys their awareness of the issues to the reader after appropriately interpreting and considering the information
obtained.
[Foreign Languages]
It is important to obtain information from foreign sources through television and the internet, but by learning a foreign language, individuals can acquire the ability to obtain primary sources independently and understand them without relying on others' interpretations. We will provide a
curriculum that fosters such abilities. Additionally, through foreign language learning, we will facilitate interactions with various people, broaden perspectives, and expose individuals to different ways of thinking. We will encourage individuals not to dismiss differing perspectives too easily and
to deeply contemplate why people from other countries make different judgments.
[CHP (SDGs)]
(1) Through designated textbooks and classes, we will develop the ability to appropriately understand presented materials and discern true information.
(2) Based on collected data and information, we will foster the ability to analyze the target issues independently and discern their essence.
(3) We will cultivate the ability to clarify areas one can engage with independently and develop concrete pathways to address them.
[Field Studies] Through fieldwork in local areas and conducting interviews with community members, we will develop the ability to analyze collected data and information, enabling us to discern their essence.
[Musashino Liberal Arts Courses]
(1) To enable students to learn what issues and characteristic ways of thinking are found in the six fields of “Thought and Arts,” “International and Area Studies,” “Society and Institutions,” “Human Beings and the Environment,” “Matter and Life,” and “Mathematical and Information
Sciences.”
(2) To cultivate the ability to discern reliable information from a variety of information sources.
(3) Cultivate the ability to analyze the subject matter from multiple perspectives and in a comprehensive manner, and to think critically.
[Career Development Course]
We aim to enable students to pose their own questions about social issues and devise concrete solutions. In "Career Design C, D, E" (certified courses based on outcomes), students will work with members from different departments and academic years to compile proposals addressing
social issues. Through this process, students will develop the ability to think and analyze issues from various perspectives based on the knowledge of each member. We will help students expand their career options by connecting the new perspectives gained through these efforts to explore
their future possibilities.

a. Being able to recognize the value of engaging in dialogue with people from
diverse cultural backgrounds. [Communication Skills]

b. Being able to reflect on one's position in society. [Communication Skills]

c. Possessing the comprehension and expression skills required in
communication. [Communication Skills, Linguistic Abilities]

[Buddhist Studies]
Many expressions and discourses related to Buddhism have been transmitted in archaic Chinese characters, making it essential to reposition and reinterpret their meanings within the context of modern language. This endeavor itself cultivates a high level of linguistic and communicative
proficiency. Moreover, effectively communicating Buddhist discourses to people with diverse cultural backgrounds requires even more advanced skills. In both "Introduction to Buddhism" and "Studies on Buddhism," we provide opportunities not only for acquiring knowledge but also for
honing the ability to communicate in one's own words.
[Health and Physical Education]
We provide opportunities for optimizing body movements and enhancing physical performance through the mastery of correct posture, and breathing techniques, overcoming weaknesses in movements, and improving muscle strength. Additionally, we facilitate the enhancement of skills
specific to sports. We also ensure that communication skills are improved through sports participation.
[Informatics]
(1) We will promote project activities involving various stakeholders to create persuasive proposal materials by effectively visualizing analysis results using graphs and charts.
(2) We aim to develop the ability to realize prototypes of services as functional programs, going beyond mere explanation of proposals.
(3) With an understanding of ethical issues in information, we will develop advanced media expression skills, including AI-generated content and 3D content. Additionally, we will ensure that these skills can be showcased as part of students' learning portfolios.
[Japanese and Japanese Culture]
This course is designed to help students develop the ability to gather information in Japanese that is relevant to the content of their undergraduate studies, the ability to think in order to formulate arguments, and the ability to reflect these in their written and oral expression.
[Academic Skills]
Through report writing, students will acquire the ability to distinguish between reliable and unreliable information. Students will be able to structure their reports in a way that conveys their awareness of the issues to the reader after appropriately interpreting and considering the information
obtained.
[Foreign Languages]
It is important to respect others' opinions, provided that certain rules are followed mutually. Similarly, one's own opinions should also be equally respected. With the premise of continuous improvement, we provide opportunities to develop an attitude that allows individuals to express their
views to foreigners without hesitation. Communicating one's opinions in a foreign language requires a high level of linguistic proficiency. Therefore, we aim to cultivate a motivation to acquire linguistic skills that leave no regrets and ensure understanding of the interlocutor's intentions.
[CHP(SDGs)]
(1) We will develop the ability to understand the situations and cultures of various foreign countries different from our own, and to relativize our own country and its culture.
(2) We will foster the ability to logically organize and persuasively explain things, enabling communication and dissemination beyond the differences of countries and cultures.
(3) We will ensure the foundation of communication skills and presentation skills essential for cooperation beyond the differences of countries and cultures.
[Field Studies]
(1) We aim to cultivate a perspective that understands the situations and cultures of foreign countries and regions, allowing individuals to relativize their own culture with that of others.
(2) We strive to develop an adaptable and flexible attitude that enables effective communication beyond the cultural differences with foreign countries and regions.
[Musashino Liberal Arts Courses]
(1) To enable students to learn what issues and characteristic ways of thinking are found in the six fields of “Thought and Arts,” “International and Area Studies,” “Society and Institutions,” “Human Beings and the Environment,” “Matter and Life,” and “Mathematical and Information
Sciences.”
(2) To cultivate the ability to discern reliable information from a variety of information sources.
(3) Cultivate the ability to analyze the subject matter from multiple perspectives and in a comprehensive manner, and to think critically.
[Career Development Course]
We aim to foster an understanding of how one's career is situated within the social context. Particularly in "Internships" and "Collaborative Projects with Companies," students will engage in work experiences and problem-solving tasks within companies or organizations. Through interactions
with others, students will learn to express their ideas and provide appropriate responses, thereby developing effective communication skills. Opportunities will be provided to realize that social manners in communication demonstrate respect for others and can be factors that encourage
others to listen to one's ideas attentively.

３  Critical Thinking and Decision-making: [The ability to perceive issues from multiple perspectives and think creatively.]

４  Interpersonal Skills and Communication Skills: [The ability to express and communicate one's ideas among diverse groups of people.]
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